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● 令和6年能登半島地震について 

 宗派では引き続き、現地災害救援本部及びボランティア支援センターを中心に、息の長

い支援に努めてまいります。 

 教区におきましては、今年度も災害救援金の

勧募を継続させていただきますので、ご協力を

お願い申しあげます。 
 

岡崎教区 救援金口座 

岡崎信用金庫 伝馬支店 普通 

口座番号 9028718 

口座名義 宗教法人真宗大谷派 岡崎教務所 所長 錦 秀見 

※振込の場合は、お手数ですが事前に教務所までご一報をお願いするとともに、振込元に

は、６桁の寺院教会番号を頭に付してください。 

※郵便振替での入金をご希望の場合は教務所主計までご相談ください。 
 

令和６年能登半島地震救援金（教区） 総額  １７，６２９，４１３円（６月２５日現在） 
 

 

うち、1,000万円は宗派救援金口座へ、600万円は能登教区へ送金いたしました。 
 

【参考】 
 

令和６年能登半島地震救援金（宗派） 総額 ２５４，２９６，０７７円（５月３１日現在） 

 

● 2026年度当初の教区諸会議日程 

 新年度教区諸会議日程について、以下のとおりお知らせします。 
 

月 日 開始時刻 会議名称 

７ 

10日（金） 

10:00 真宗学院運営委員会 

11:00 和敬精舎管理運営委員会 

13:00 共学研修室運営委員会 

15:00 寺院活性化支援会議 

16日（木） 
10:00 教区共済会 

11:00 教区会参事会 

17日（金） 13:00 教区門徒会常任委員会 

27日（月） 10:30 教区会（通常会） 

29日（水） 10:30 教区門徒会（通常会） 

８ 4日（火） 14:00 組長会 
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● 教区真宗学院スクーリング（報告） 

 去る2026年6月13日（土）から14日（日）にかけて、真

宗学院上山スクーリングが本山同朋会館および和敬堂に

おいて開催されました。 

 真宗学院の上山スクーリングは、上山奉仕を通して真

宗同朋会運動について学ぶことを目的に真宗学院開講初

年度に実施しており、本年度は学院生8名が参加して行わ

れました。 

 上山したことはあっても奉仕団へ参加することは初め

ての方ばかりではありましたが、学院生同士コミュニケ 

ーションをとりながら、初めての奉仕生活を過ごしていました。 

 講義では、真宗学院指導主任の小谷香示氏より、「出家」ということを視点として、日常

を離れて同朋会館に足を運ぶ意味（非日常に身を置くこと）について、また、日常の中に身

を置きながらもその日常に流されない生き方が問われていること、日常（迷い）の中に身を

置いているということは非日常の中に身を置くことで知らされることをお話しいただきまし

た。各自が僧籍を持つ身として、「世間と出世間」「日常と非日常」ということについてご示

唆をいただきました。 

 そして真宗学院は教師資格の取得を目的として学ぶ場でありま

すが、教師取得の願いを私たちがきちんと受け止めているのかと

いう大きな問いをいただきました。 

 小谷氏は、そもそも教師とは住職になるための条件の一つでは

なく、「教えを生きる者となって歩む」という願いがあり、そのこ

とを一人ひとりが考え受け止めることが大切であること、「真宗教

徒」という言葉で、教えを向こう側にあるものではなく私の中に

あるものと受け止め、教えを求め続ける者となる（求道）ことが

大切であり、そこに「教えを生きる者となって歩む」という教師

資格取得の重要な意義があるとお話しいただきました。 

 真宗同朋会運動についても、純粋な信仰運動であること、そし

て、その運動の推進にかけられた願いや先人たちの歩みを確かめ、 

一人ひとりが教えを求め続け目覚めへの道を歩むことが肝要であると教えられました。 

 1泊2日の日程の中では、学院生同士が語り合う時間は短いものでありましたが、参加され

た一人ひとりが真宗学院の目的である教師取得ということ、真宗同朋会運動ということにつ

いて学び、僧侶としてのこれからの歩みについて考える大切な機会となりました。 
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● 出版物のご紹介 

 ①『Dharma Words』2026年版 
  定 価：550円（500円＋税10％、寺院割引有） 
  内 容：心に響く仏教の言葉「法語」を英訳し、京都・東本願寺の四季や年中

行事の写真とともに紹介。御影堂・阿弥陀堂の基本情報なども英語で
掲載し、海外の参拝者のお土産に最適。 

      国内でもご好評をいただいている小冊子の第二弾です。 

 ②2026年安居本講『教行信証』「教巻」聴聞記 
  著 者：延塚 知道 
  定 価：6,050円（5,500円＋税10％、寺院割引有） 

 ③2026年安居次講『具三心義』聴記 
  著 者：木越 康 
  定 価：6,050円（5,500円＋税10％、寺院割引有） 

 ④『信をならう 「唯信鈔文意」講義』 ※7月8日発売 
  著 者：蓬茨 祖運 
  定 価：3,300円（3,000円＋税10％、寺院割引有） 
  内 容：親鸞聖人のご労作に学ぶ信心の智慧、そして人間の相――。 
      1969年に行われた『唯信鈔文意』の全15講を収録した講義録。 

 ⑤『「非」の自覚に起つ―非核非戦のこころ―』 ※7月15日発売 
  著 者：池田 勇諦 
  定 価：110円（100円＋税10％、寺院割引有） 
  内 容：環境破壊、戦争、核兵器……。幸福を求めているはずの私たち人間

が、なぜ地獄を生み出し続けるのか。釈尊のさとりに立ち返り、現
代の危機を克服する唯一の道、「非」の仏道をたずねる。 

      ※本冊子は、2025年5月17日に広島で開催された「山陽教区 被爆八
十周年 非核非戦のつどい」の記念法話にて、著者がお話しする予
定であった手元原稿を収載しています。 

 

  

 ビオトープの蓮を、隣のトロ舟に移動しました   
 開花時期でしたので成長を妨げたかと心配していましたが、今年
も元気に咲いてくれました！ 
 また、ビオトープの南側にテラリウムを設置してみました    
 水が岩を伝い落ち、その水面にはメダカが、水中にはエビが泳い
でいる様子はなんとも癒されます。 
 また、松平組教恩寺様のご門徒で教区門徒会員の柴田公治様か
ら、メダカのお友だちを約50匹ご寄贈いただきました！ありがとう
ございます！！ 
 色とりどりになり、とても賑やかになりました(*‘ω‘ *) 
 …またビオトープに忍び寄る怪しい影を見つけてしまいました       

教区HPでは全てカラーで
ご覧いただけます 

教務所ビオトープではメダカの
お友だちを募集しています    

現在のビオトープ全景 

新たに設置されたテラリウム 
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● 教務所事務休止について 
 このたび、下記のとおり教務所事務休止とさせていただきます。 

2026年8月10日（月）、12日（水）～14日（金）及び17日（月）【夏期事務休止のため】 
   ※8月18日（火）から、通常通り事務取扱いをいたします。 

 

※教務所事務休止中に住職、寺族及び門徒（責任役員、総代、組門徒会員）がお亡くなりに
なられた場合は組長にご連絡いただき弔詞及び御香を受領ください。後日、教務所より必
要書類を送付いたします。 

 なお、住職及び前住職の死亡時には生前論功が追贈されますので、必ず下記緊急連絡先へ
ご連絡ください。 

※地震や風水害等の被害が発生した際は、寺院・門徒の被害を組長にご連絡ください。 
 

■■【緊急連絡先】 ０７０－１６３６－１１２８（教務所スマートフォン）■■ 
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住職任命（2026年6月28日付） 

 下記の方が新しく住職に任命されました。 
 

◆第2組順正寺 石川 公成 

別院諸法要のご案内 
 ◆三河別院『夏の御文』 
  期 間：２０２６年７月１４日（火）～１７日（金） 
  法 要：各日１３時 
  法 話：法要後 
      ７／１４（火）三村 謙作 氏（第10組願正寺住職） 
        １５（水）藤原 傳良 氏（松平組德山寺住職） 
        １６（木）佐々木 照美 氏（第18組上宮寺坊守） 
        １７（金）中根 慶泉 氏（第3組髙福寺住職） 
 ◆豊橋別院『夏之御文』 
  期 間：２０２６年７月１４日（火）～１７日（金） 
  法 要：各日１３時 
  法 話：１１時と、１３時の法要後 
      ７／１４（火）中根 慶泉 氏（第3組髙福寺住職） 
        １５（水）大原 賢悟 氏（第4組浄寳寺住職） 
        １６（木）稲前 恵文 氏（六ツ美組本光寺住職） 
        １７（金）青山 正宏 氏（六ツ美組養源寺住職） 
 ◆静岡別院『盂蘭盆会兼永代経』 
  期 日：２０２６年７月１４日（火） 
  法 要：１４時 
  法 話：法要後    北條 義信 氏（名古屋教区明通寺前住職） 
 ◆赤羽別院『夏の御文』 
  期 日：２０２６年７月１５日（水） 
  法 要：１３時３０分 
  法 話：法要後    稲垣  智 氏（第10組蓮正寺住職） 

別院暁天講座のご案内 
 ◆三河別院 
  期 間：２０２６年８月１日（土）から３日（月） 
  時 間：各日５時３０分 
  法 話：法要後 
      ８／１（土）宮下 晴輝 氏（前教学研究所長） 
        ２（日）狐野 やよい 氏（三重教区西恩寺衆徒） 
        ３（月）木越  康 氏（大谷大学学長） 
 ◆赤羽別院 
  期 日：２０２６年６月１８日（木） 
  時 間：６時 
  法 話：法要後   小栗 貫次 氏（第12組玉照寺住職） 

三河別院盆踊り大会のご案内 
  期 間：２０２６年７月１７日（金）から１８日（土） 
  時 間：①子ども映画大会（１７時～１８時） 
      ②夜店（１８時～２０時３０分）焼きそば、かき氷、ゲーム他 
      ③盆踊り（１８時３０分～２０時３０分） 

 

岡崎教区LINE 

 

 

敬弔 
 生前のご功労を偲び 謹んで哀悼の意を表します 

 

 ■第13組長壽寺住職 和田 純悟  
  2026年6月22日寂(73歳)  
 ■第15組城泉寺前坊守 川那邊 康子 
 2026年6月27日寂（102歳） 


